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  （百万円未満切捨て）

１．平成29年３月期第２四半期の連結業績（平成28年４月１日～平成28年９月30日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

29年３月期第２四半期 28,921 △9.2 993 △32.4 1,041 △31.0 728 △43.8 

28年３月期第２四半期 31,843 － 1,468 － 1,509 － 1,296 － 
 
（注）包括利益 29年３月期第２四半期 753 百万円 （△31.0％）   28年３月期第２四半期 1,092 百万円 （－％） 
 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

29年３月期第２四半期 21.54 21.50 

28年３月期第２四半期 38.75 38.68 

（注）第１四半期連結会計期間より表示方法の変更を行っております。平成28年３月期第２四半期については、当該表示

方法の変更を遡及適用した組替え後の数値を記載しておりますが、対前年同四半期増減率の記載は行っておりませ

ん。詳細は、〔添付資料〕４ページ「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（４）追加情報」をご覧くださ

い。 
 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 

  百万円 百万円 ％ 

29年３月期第２四半期 38,365 22,305 58.0 

28年３月期 35,457 21,839 61.3 
 
（参考）自己資本 29年３月期第２四半期 22,257 百万円   28年３月期 21,743 百万円 

 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

28年３月期 － 5.00 － 5.00 10.00 

29年３月期 － 5.00       

29年３月期（予想）     － 5.00 10.00 
 
（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無    

 

３．平成29年３月期の連結業績予想（平成28年４月１日～平成29年３月31日） 

  （％表示は、対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 59,000 △6.6 950 △50.9 1,000 △52.6 600 △74.8 17.64 
 
（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 有    
 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）： 無    

新規  －社  （社名）－、除外  －社  （社名）－ 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 無    

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ： 有    
 

②  ①以外の会計方針の変更                      ： 無    
 

③  会計上の見積りの変更                        ： 無    
 

④  修正再表示                                  ： 無    

（注）詳細は、〔添付資料〕４ページ「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（３）会計方針の変更・会計上

の見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 29年３月期２Ｑ 34,320,650 株 28年３月期 34,320,650 株 

②  期末自己株式数 29年３月期２Ｑ 299,171 株 28年３月期 749,835 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 29年３月期２Ｑ 33,848,616 株 28年３月期２Ｑ 33,453,213 株 

 

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示

時点において、金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表に対するレビュー手続は終了しておりません。 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

（将来に関する記述等についてのご注意） 

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、当社としてその実現を約束する趣旨のものではありません。実際の業績等は、今

後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。なお、上記予想に関する事項は、〔添付資料〕３ページ

「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 

 

（四半期決算補足説明資料の入手方法について） 

 当社は平成28年10月28日に機関投資家及び証券アナリスト向け説明会を開催する予定です。当日使用する四半期決

算補足説明資料は、開催後速やかに当社ホームページに掲載いたします。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

以下の経営成績、財政状態に関する説明については、「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（４）追加情

報」に記載のとおり、組替え後の前第２四半期連結累計期間及び前連結会計年度の四半期連結財務諸表及び連結財務諸

表の数値を用いて説明しております。 

 

（１）経営成績に関する説明

 当第２四半期連結累計期間における我が国の経済は、雇用・所得環境の改善を背景に緩やかな回復基調が見られた

ものの、消費者の節約志向は根強く、景気は未だ弱さが見られる状況が続いております。また、海外経済でもリオデ

ジャネイロ・オリンピックという明るいニュースはあったものの、中国をはじめとする新興国の経済成長の減速に加

えて、英国のＥＵ離脱問題などの世界情勢の不確実性の高まりにより、依然として先行きは不透明なものとなりまし

た。

 小売業界におきましては、天候不順に翻弄された消費者マインドの停滞やインバウンド需要に変化が見られるな

ど、消費環境は一進一退の状況が続いております。また、通販業界におきましては、継続的に市場規模が拡大してい

くなかで、異業種からの参入増加や、スマートフォンなどの普及による消費行動の変化への対応など、通販事業者を

取り巻く環境は厳しさを増しています。

 このような事業環境のなか、当社グループは、事業ポートフォリオの構築と収益基盤の確立に重点を置いた中期経

営計画「みらい2018」をスタートさせ、変化する市場環境に対応するべく、従来の枠組みを超える改革を推進するこ

とで事業競争力を強化し、安定した事業基盤の構築と新たな収益事業の獲得を目指して、グループ一丸となって取り

組んでおります。

 以上の結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、連結売上高28,921百万円（前年同四半期比9.2％減）となりまし

た。利益面におきましては、連結営業利益993百万円（同32.4％減）、連結経常利益1,041百万円（同31.0％減）、親

会社株主に帰属する四半期純利益728百万円（同43.8％減）となりました。

 

 セグメントの業績は、次のとおりです。

 なお、セグメント別の売上高は連結相殺消去後の数値を、セグメント利益又は損失は、連結相殺消去前の数値を記

載しております。

 

① 通販アパレル事業

 通販アパレル事業におきましては、40代、50代の女性向け通販ブランド『Brillage（ブリアージュ）』におい

て、引き続き多くのご支持をいただいているボトムスやリバティプリントを使用したブラウスなどの品揃えの充

実を図ってまいりました。生協販売におきましては、オーガニックコットン素材や日本製商品といった、こだわ

りの企画商品に対するお客様ニーズへの対応強化を継続してまいりました。

 以上の結果、売上高は10,584百万円（前年同四半期比17.2％減）となり、セグメント利益は58百万円（前年同

四半期はセグメント損失14百万円）となりました。

② 通販インナー事業

 通販インナー事業におきましては、生協販売において、組合員様のニーズ把握を目的としたインタビューやア

ンケート調査を引き続き実施することで、実需に即した商品企画を展開してまいりました。また、お求めやすい

価格のセット商品の企画に取り組むなど、顧客層の拡大にも努めてまいりました。

 以上の結果、売上高は4,074百万円（前年同四半期比2.7％増）となり、セグメント利益は282百万円（同69.3％

増）となりました。

③ 通販ＬＦ事業

 通販ＬＦ事業におきましては、一人暮らし向け商品のラインアップ拡充やスマートフォン対応の強化に努める

とともに、ＥＣモールでの販売強化に注力してまいりました。生協販売におきましては、新規媒体を創刊したほ

か、季節需要に合わせた商品展開の拡充や暮らしを便利にするアイデア商品などの開発および販売に継続的に取

り組んでまいりました。また、ブランドバッグ等のＥＣサイト『ＡＸＥＳ（アクセス）』では、時計やアクセサ

リーなど新商材を拡充するとともに積極的な販売促進活動を推進してまいりました。

 以上の結果、売上高は6,106百万円（同4.0％減）となり、セグメント利益は124百万円（同62.4％減）となりま

した。
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④ 通販Ｈ＆Ｂ事業 

 通販Ｈ＆Ｂ事業におきましては、ナショナルブランド化粧品などを取り扱うＥＣサイトにおいて、引き続き海

外仕入ルートの開拓による商品競争力を強化してまいりました。健粧品ビジネスにおきましては、既存のお客様

の購買データを分析し、個別対応したバリアブルＤＭの発送を実施するなど、ＣＲＭ手法の精度向上と効率改善

に努めてまいりました。また、中国国内販売向けの商品出荷を開始したほか、ＡＳＥＡＮ諸国での展開へ向け、

現地での需要や販売ルート調査を進めるなど、海外需要の変化に対応した国外での展開を推進してまいりまし

た。

 以上の結果、売上高は3,824百万円（同21.3％減）となり、セグメント利益は484百万円（同41.4％減）となり

ました。

⑤ ソリューション事業 

 ソリューション事業におきましては、引き続き物流代行サービスでの新規取引および既存顧客との取引拡大に

取り組むとともに、後払い決済サービスの業容拡大を進めてまいりました。また、ＥＣ企業向けの海外物流支援

など新たなサービスの展開へ向けた準備を推進してまいりました。

 以上の結果、売上高は4,012百万円（同11.9％増）となり、セグメント利益は191百万円（同12.7％減）となり

ました。

⑥ その他

 その他事業におきましては、不動産賃貸事業において、自社保有物流施設等の不動産賃貸を行っております。

また、保険事業において、引き続き、全国で開催しているマネーセミナーを起点とした共同募集の拡大に努める

とともに、共同募集パートナーである提携代理店様との関係強化および新規提携代理店様を開拓する営業活動を

重点的に強化してまいりました。

 以上の結果、売上高は318百万円（同10.4％増）となり、セグメント利益は49百万円（同237.7％増）となりま

した。

 

（２）財政状態に関する説明

① 資産、負債及び純資産の状況

（資産）

 当第２四半期連結会計期間末の総資産は38,365百万円となり、前連結会計年度末に比べ2,908百万円増加いたし

ました。これは主に現金及び預金の増加によるものであります。

（負債）

 負債は16,060百万円となり、前連結会計年度末に比べ2,442百万円増加いたしました。これは主に未払金の増加

によるものであります。

（純資産）

 純資産は22,305百万円となり、前連結会計年度末に比べ465百万円増加し、自己資本比率は58.0％（前連結会計

年度末は61.3％）となりました。

② キャッシュ・フローの状況

 当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、税金等調整前四半期純

利益が925百万円（前年同四半期比38.2％減）となり、たな卸資産の増加による支出等の要因により一部相殺さ

れたものの、その他の流動負債が増加したこと等により、前連結会計年度末に比べ3,078百万円増加し、当第２

四半期連結会計期間末には5,945百万円となりました。

 当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

 営業活動の結果得られた資金は3,579百万円（同290.5％増）となりました。これは主に、税金等調整前四半期

純利益の計上、その他の流動負債の増加などによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

 投資活動の結果使用した資金は183百万円（同78.3％減）となりました。これは主に、無形固定資産の取得な

どによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

 財務活動の結果使用した資金は312百万円（同31.1％増）となりました。これは主に、連結の範囲の変更を伴

わない子会社株式の取得、配当金の支払いなどによるものであります。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 連結業績予想につきましては、平成28年４月28日の「平成28年３月期決算短信」で公表いたしました通期の連結業

績予想を修正いたしました。詳細につきましては、本日（平成28年10月27日）公表いたしました「業績予想の修正に

関するお知らせ」をご参照ください。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

 法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対

応報告第32号 平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物

附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。 

 なお、当第２四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表への影響は軽微であります。

 

（４）追加情報

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

 「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を第１

四半期連結会計期間から適用しております。

 

（表示方法の変更） 

１．不動産賃貸事業に関する変更 

 自社保有物流施設等に対する賃貸取引について、従来、「販売費及び一般管理費」、「営業外収益」及び

「営業外費用」に計上しておりました賃貸不動産関連の収益及び費用を、第１四半期連結会計期間より「売上

高」及び「売上原価」に計上する方法に変更しております。 

 従来付随事業として位置づけていた不動産賃貸事業について、平成29年３月期を初年度とする中期経営計画

の中で、当社における会社組織別損益体制を変更し、第１四半期連結会計期間より当該事業を「不動産賃貸事

業」としてセグメント情報における事業セグメントへ追加いたしました。それに伴い、事業運営の実態をより

適切に表示するために当該変更を行ったものであります。この表示方法の変更を反映させるため、前第２四半

期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っており

ます。

 

（四半期連結貸借対照表）

 前連結会計年度の連結貸借対照表において、「投資その他の資産」の「その他」に含めて計上しておりま

した「投資不動産」13百万円は、「有形固定資産」の「建物及び構築物」７百万円、「土地」６百万円及び

「その他」０百万円に組み替えております。また、「流動資産」の「その他」に含めて計上しておりました

「未収金」14百万円は「売掛金」に組み替えております。

 

（四半期連結損益計算書） 

 前第２四半期連結累計期間の四半期連結損益計算書において、賃貸不動産関連の「販売費及び一般管理

費」14百万円、「営業外収益」の「その他」に含めて表示しておりました「不動産賃貸料」５百万円、「営

業外費用」の「その他」に含めて表示しておりました「不動産賃貸費用」１百万円を組み替えた結果、「売

上高」が83百万円、「売上原価」が94百万円増加しております。 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書） 

 前第２四半期連結累計期間の四半期連結キャッシュ・フロー計算書において、「営業活動によるキャッシ

ュ・フロー」の「その他の流動資産の増減額」に含めて表示しておりました△６百万円は「営業債権の増減

額」に組み替えております。 
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２．保険事業に関する変更 

 保険関連収入は従来、「営業外収益」の「業務受託手数料」に計上しておりましたが、第１四半期連結会計

期間より「売上高」に含めて計上する方法に変更しております。 

 従来、保険サービスユニットにおいて付随事業として位置づけていたマネーセミナー運営に伴う協賛企業か

らの開催広告収入が、この数年増加傾向にあることを受け、平成29年３月期を初年度とする中期経営計画の中

で、スクロールグループの経営方針において保険事業を重点項目として位置づけております。当該変更は、今

後更に質的・金額的重要性が増すことが予想される同事業に係る収入について、その実態をより適切に表示す

るために行ったものであります。この表示方法の変更を反映させるため、前第２四半期連結累計期間及び前連

結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

 

（四半期連結貸借対照表） 

 前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」の「その他」に含めて計上しておりました「未

収金」14百万円は「売掛金」に組み替えております。

 

（四半期連結損益計算書） 

 前第２四半期連結累計期間の四半期連結損益計算書において、「営業外収益」の「業務受託手数料」に表

示しておりました保険関連収入80百万円は「売上高」に組み替えております。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書） 

 前第２四半期連結累計期間の四半期連結キャッシュ・フロー計算書において、「営業活動によるキャッシ

ュ・フロー」の「その他の流動資産の増減額」に含めて表示しておりました０百万円は「営業債権の増減

額」に組み替えております。 
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成28年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 2,866 5,945 

売掛金 9,594 8,990 

たな卸資産 5,841 6,600 

その他 2,942 3,010 

貸倒引当金 △191 △251 

流動資産合計 21,053 24,294 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 4,931 4,778 

土地 4,617 4,617 

その他（純額） 1,370 1,244 

有形固定資産合計 10,919 10,641 

無形固定資産 1,404 1,271 

投資その他の資産    

その他 2,171 2,306 

貸倒引当金 △91 △147 

投資その他の資産合計 2,080 2,158 

固定資産合計 14,403 14,071 

資産合計 35,457 38,365 

負債の部    

流動負債    

買掛金 2,028 1,942 

短期借入金 105 100 

未払金 6,695 9,273 

未払法人税等 280 302 

引当金 264 210 

その他 1,148 1,144 

流動負債合計 10,523 12,972 

固定負債    

長期借入金 2,075 2,025 

引当金 144 136 

退職給付に係る負債 800 852 

その他 73 74 

固定負債合計 3,094 3,088 

負債合計 13,617 16,060 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成28年９月30日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 5,812 5,812 

資本剰余金 7,058 6,743 

利益剰余金 9,061 9,622 

自己株式 △424 △169 

株主資本合計 21,507 22,009 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 401 402 

繰延ヘッジ損益 △182 △165 

為替換算調整勘定 16 10 

その他の包括利益累計額合計 235 248 

新株予約権 8 0 

非支配株主持分 87 47 

純資産合計 21,839 22,305 

負債純資産合計 35,457 38,365 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年９月30日) 

売上高 31,843 28,921 

売上原価 19,340 17,690 

売上総利益 12,502 11,231 

販売費及び一般管理費 11,033 10,237 

営業利益 1,468 993 

営業外収益    

受取利息 6 6 

受取配当金 20 20 

その他 39 33 

営業外収益合計 66 60 

営業外費用    

支払利息 8 6 

その他 17 6 

営業外費用合計 26 13 

経常利益 1,509 1,041 

特別利益    

固定資産売却益 0 － 

特別利益合計 0 － 

特別損失    

固定資産除却損 10 115 

特別損失合計 10 115 

税金等調整前四半期純利益 1,499 925 

法人税、住民税及び事業税 149 279 

法人税等調整額 22 △94 

法人税等合計 171 185 

四半期純利益 1,327 740 

非支配株主に帰属する四半期純利益 31 11 

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,296 728 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年９月30日) 

四半期純利益 1,327 740 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △32 0 

繰延ヘッジ損益 △203 17 

為替換算調整勘定 1 △5 

その他の包括利益合計 △234 12 

四半期包括利益 1,092 753 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 1,061 741 

非支配株主に係る四半期包括利益 31 11 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 1,499 925 

減価償却費 376 337 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △410 115 

訴訟損失引当金の増減額（△は減少） △182 － 

その他の引当金の増減額（△は減少） △18 △63 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 38 51 

受取利息及び受取配当金 △26 △26 

支払利息 8 6 

固定資産除売却損益（△は益） 10 115 

営業債権の増減額（△は増加） 1,106 646 

たな卸資産の増減額（△は増加） 141 △758 

その他の流動資産の増減額（△は増加） △146 △110 

長期未収入金の増減額（△は増加） 450 － 

仕入債務の増減額（△は減少） △590 △89 

その他の流動負債の増減額（△は減少） △1,402 2,676 

その他 5 2 

小計 857 3,829 

利息及び配当金の受取額 26 26 

利息の支払額 △8 △6 

法人税等の支払額 △53 △271 

法人税等の還付額 94 2 

営業活動によるキャッシュ・フロー 916 3,579 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △709 △42 

有形固定資産の売却による収入 0 － 

無形固定資産の取得による支出 △133 △137 

その他 △2 △3 

投資活動によるキャッシュ・フロー △846 △183 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

長期借入れによる収入 2,000 － 

長期借入金の返済による支出 △2,080 △55 

自己株式の売却による収入 29 150 

配当金の支払額 △166 △167 

非支配株主への配当金の支払額 － △9 

連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の取得に

よる支出 
△20 △230 

その他 △0 △0 

財務活動によるキャッシュ・フロー △238 △312 

現金及び現金同等物に係る換算差額 0 △4 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △167 3,078 

現金及び現金同等物の期首残高 1,105 2,866 

現金及び現金同等物の四半期末残高 938 5,945 

 

- 10 -

㈱スクロール （8005） 平成29年３月期 第２四半期決算短信



（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

セグメント情報

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

                  （単位：百万円） 

  報告セグメント 

その他 

（注）１ 
合計 

調整額 

（注）２ 

四半期連結 

損益計算書 

計上額 

（注）３ 
 

通販 

アパレル 

事業 

通販 

インナー 

事業 

通販 

ＬＦ 

事業 

通販 

Ｈ＆Ｂ 

事業 

ソリュー 

ション 

事業 

計 

売上高                    

外部顧客への 

売上高 
12,782 3,966 6,362 4,857 3,585 31,554 288 31,843 － 31,843 

セグメント間 

の内部売上高 

又は振替高 

－ － 0 4 447 452 158 610 △610 － 

計 12,782 3,966 6,362 4,862 4,033 32,006 447 32,453 △610 31,843 

セグメント利益 
又は損失（△） 

△14 166 332 826 219 1,529 14 1,544 △35 1,509 

 
（注）１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸事業及び保険

事業等を含んでおります。

   ２．セグメント利益又は損失（△）の調整額には、セグメント間取引消去△35百万円が含まれておりま

す。

   ３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

重要な事項はありません。 
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Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

                  （単位：百万円） 

  報告セグメント 

その他 

（注）１ 
合計 

調整額 

（注）２ 

四半期連結 

損益計算書 

計上額 

（注）３ 
 

通販 

アパレル 

事業 

通販 

インナー 

事業 

通販 

ＬＦ 

事業 

通販 

Ｈ＆Ｂ 

事業 

ソリュー 

ション 

事業 

計 

売上高                    

外部顧客への 

売上高 
10,584 4,074 6,106 3,824 4,012 28,603 318 28,921 － 28,921 

セグメント間 

の内部売上高 

又は振替高 

12 － 13 204 414 645 158 803 △803 － 

計 10,597 4,074 6,119 4,029 4,427 29,248 477 29,725 △803 28,921 

セグメント利益 58 282 124 484 191 1,141 49 1,190 △149 1,041 

 
（注）１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸事業及び保険

事業等を含んでおります。

   ２．セグメント利益の調整額には、未実現利益△118百万円、セグメント間取引消去△31百万円が含まれ

ております。

   ３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

重要な事項はありません。 

 

３．報告セグメントの変更等に関する事項 

 「２.サマリー情報（注記事項）に関する事項（４）追加情報」に記載のとおり、第１四半期連結会計期間よ

り、従来付随事業として位置づけ各報告セグメントに配分されていた不動産賃貸事業及び保険事業を事業セグメ

ントに追加しております。 

 また、通販ＬＦ事業に含めておりました一部のユニットについて、取扱い商品構成の変更等により通販アパレ

ル事業へ報告セグメントを変更しております。 

 なお、前第２四半期連結累計期間のセグメント情報は、当第２四半期連結累計期間の報告セグメントの区分に

基づき作成したものを開示しております。 
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